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第7回パートナーシップ大賞

行政

NPO

行政企業

　この夏は、新規事業により事務局スタッフが９名も増えまし

た。事務所内が一気ににぎやかになるとともに、仕事で使う机やパ

ソコンを確保するのも、スタッフ間の事務連絡も大変な状況に。そ

こで、思い切って事務所内レイアウトを変更しました。２００８

年まで池下ピアザとして使用し、会議室などになっていた部屋と

の壁を撤去。机やつい立てを移動し、事務所は開放感あふれるオ

フィスに変身しました。既存スタッフも心機一転、新鮮な気持ち

で仕事に打ち込んでいます。ぜひみなさまも、生まれ変わったＰ

ＳＣ事務所にお越しください。（木内）

事務局だより

　２０１０年の名古屋開府４００年を契機に「企業と市

民・ＮＰＯがコラボできる社会をつくろう！」を目標に

掲げ、２００９年度から始まった「企業・市民・ＮＰＯ         

　コラボ４００」。事業のフィナーレを飾る「企業・市

民・ＮＰＯ　協働フォーラム」を、７月１６日に名古屋

国際会議場４階レセプションホールにて開催しました。

ブース出展者や一般参加者など約６００名もの方が来場

し､会場は終日、活気にあふれました。

　フォーラムでは、愛知、岐阜、三重の東海３県から、

３７の企業とＮＰＯが協働アイデアを持ち寄り、ブース

を出展。出展者は併せて、ステージで活動や協働アイデ

アを３分間の持ち時間でアピールするプレゼンテーショ

ンにも挑みました。

　プレゼンテーションに先立ち、ステージでは積水ハウ

ス株式会社の佐々木正顕氏が基調講演。名古屋市でのＣ

ＯＰ１０開催を間近に控え、生物多様性をテーマにＮＰ

Ｏと企業の協働について、自社での経験をふまえて語っ

ていただきました。

　会場内では１９４件もの商談（出展ブース内での協働に

ついての相談）が行われ、「協働マッチングボード」には

多くの「協働しませんか」と呼びかけるメッセージが貼

られました。参加者からは「ひっきりなしにブース訪問

者があった」「さまざまな企業、ＮＰＯに出合える良い

機会だった」「自分たちの活動の原点を再確認できた」な

ど、多くの喜びの声をいただきました。

　エンディングでは、マッチング結果の中間発表の後、

ＰＳＣ岸田代表が「今、企業とＮＰＯ、そして行政に求

められるもの」と題してミニ講演。コラボ４００事業全

体をふりかえり「今日をきっかけに企業とＮＰＯの協働

を具体化し、それぞれの社会的責任を積極的に果たして

いきましょう」と会場に呼びかけました。（木内）

「企業・市民・ＮＰＯ 協働フォーラム」 ６00名が参加！

　地域に住まう生活者だからこそ気づく地域の課題、くらしの課

題。さまざまな課題に、地域の実情に合った支え合いの担い手を養成

する「まちづくり活動人材養成講座」。９月に初級編を開講（２９名

申込み）、１０月からは「ステップアップ編」として、事業立ち上

げの体験談を聞いたり、事業プラン作成について学び、個人または

グループで描く事業や活動についてイメージをかたちにしていきま

す。

　団体立ち上げから携わり、現在も活躍中のＮＰＯ法人代表者の助

言を受けながら、受講者自身が感じている地域の課題を起点に、地

域資源の発掘、ネットワークづくり、活動や事業のしくみづくりへ

と進めて行きます。定員になり次第締め切りとなります。みなさま

の受講をお待ちしております。（下平）
　

　　・講座開講　１０月２日、９日、３０日、

　　　　　　　　１１月６日、２０日、

　　　　　　　　１２月４日、１８日　※いずれも土曜日

　　・会場　池下ピアザ（地下鉄東山線池下駅より徒歩約２分）

　　・対象　名古屋市在住、または通勤・通学をされている方なら

　　　　　　どなたでも

　　・詳細はＰＳＣのＨＰを参照ください。

　７月に新しい「ＮＰＯ法人会計基準」が発表されました。ＮＰＯ

法人の情報公開に重要な「会計報告」について、「市民にとってわ

かりやすい会計報告であること」「社会の信頼にこたえうるような

正確な会計報告であること」という視点から会計基準が作成されま

した。ＰＳＣもＮＰＯ法人会計基準協議会のメンバーとして関わっ

てきた経緯から、いち早く学習会を開催いたします。「ＮＰＯ法人

の会計基準とはどういうものか」「これまでと何が違うのか」「具

体的にどのように導入すればいいのか」等について実践面を中心に

行います。みなさまのご参加をお待ちしております。（下平）
　

　　・日　時　９月１４日（火）１７:３０～１９:３０　　　

　　・会　場　池下ピアザ（地下鉄東山線池下駅より徒歩約２分）

　　・対　象　ＮＰＯ法人の会計業務に携わる方々　

　　・講　師　ＮＰＯ会計支援センター代表　荻野俊子氏

　　　　　　　（ＮＰＯ法人会計基準協議会メンバー、会計の専門

　　　　　　　　家で「会計基準Ｑ＆Ａ」に携わる）

　　・参加費（新会計基準・ガイドラインを含みます）　

　　　　　　　ＰＳＣ会員１,０００円（資料代）非会員２,０００円

　　・申し込み ＰＳＣ事務局あてにＴＥＬ、ＦＡＸ、メールにてお

　　　　　　　申込みください。

　　　　　　　お申込み時に、所属（団体名）、参加される方の　

　　　　　　　お名前、連絡先（電話番号、メールアドレス）をお  

                     知らせください。

　企業とＮＰＯの協働を進めるために、２００６年度から始まった

「企業&ＮＰＯ協働アイデアコンテスト」。本年度も引き続き、中

部産業・地域活性化センター（ＣＩＲＡＣ）との協働で第５回コン

テストを開催します。

　今回は募集方法を見直し、「エントリー期間」を新たに設けまし

た。まずは応募の意志を示すべく、団体についての情報（所在地、

連絡先、活動概要など）を所定の用紙（ＰＳＣのＨＰよりダウンロ

ードできます）に記入、９月末までにＰ

ＳＣへお送りください。その後、ゆっく

りアイデアの内容を検討していただき、

正式にアイデア応募（１０月２０日締切）

という流れになります。

　第４回コンテストで特別賞を受賞した

「世界の都市と日本の重要文化的景観第

一号をつなぐＰＪ」（八幡酒蔵工房）は

その後、企業との協働が実現し、追加助

成金１０万円を獲得しています。ＮＰＯ

のみなさんからの応募をお待ちしていま

す！　詳しくは同封のチラシをご覧くだ

さい。（木内）

　　　　　　　　　　　　　　

 ＮＰＯ協働事例調査への
　　ご協力をお願いします

誰もが自分らしく暮らせる
まちづくり活動人材養成講座＜ステップアップ編＞

　受講生募集

（名古屋市社会福祉協議会委託事業）

ＮＰＯのみなさん、
アイデアだけで助成金を受けられるチャンスです！

募集期間　９月１日～１０月２０日
　　　　　　　エントリー期間　９月１日～３０日

第５回 
企業&ＮＰＯ協働アイデアコンテスト

より応募しやすくなりました！

NPO法人会計基準学習会を
開催します

調査

▲名古屋市の山田副市長による開会あいさつ

▲基調講演
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　オープニングで出展者登壇
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▲展示ブース

▲はち丸くんも応援

バイオリンの生演奏

「企業・市民・ＮＰＯ 協働フォーラム」 ６００名が参加！

▲

▲

▲

▲

～北は北海道！南は九州から！～

　「第７回パートナーシップ大賞」は７月３１日で応募受付を締

め切りました。今回もさまざまな分野で活動する団体・企業から

の応募が全国から集まり、その数は３０事例となりました。８月

２８～２９日の第一次審査（書類審査）では、審査員・調査スタ

ッフによる活発な議論が繰り広げられ、厳選なる審査の結果、１１

事業が第二次審査に進むことになりました。このあと1ヵ月間ほど

をかけて、調査スタッフによる現地ヒアリング調査が始まります。

　第二次審査を通過した事例について、最終プレゼンテーショ

　ンを行っていただきます（詳しくはＨＰをご覧ください）。

２０１０年１１月２７日（土）１３：３０～
ウィルあいち大会議室（名古屋市東区上竪杉町１）

「第７回パートナーシップ大賞」
たくさんのご応募ありがとうございました！

「第7回パートナーシップ大賞 最終審査＆表彰式」

募集

　ＮＰＯと行政、ＮＰＯと企業の協働事例について、愛知県内

を対象に調査・分析を行う「ＮＰＯ協働事例調査」（愛知県委

託事業）が始まりました。

　この調査では、協働を進める際の参考情報として協働事例の

一覧や好事例等を提供することにより、協働の全県的な拡大や

質的向上を図ることを目的としています。

　２００１年度にＰＳＣが愛知県から受託して行った「ＮＰＯ

と企業のマッチング意向調査」から９年。ＮＰＯと企業の協働

について県内企業１０００社を対象にアンケートを実施。実態

把握と分析、協働事例の掘り起こしや協働ノウハウの可視化と

ともに、協働のさまざまなあり方を事例集（報告書）にまとめ

ます。

　一方ＮＰＯと行政の協働については、県で収集されたアンケ

ートをもとに、協働事例の一覧や協働成功のプロセス、「新し

い公」に向けての課題等を事例集（報告書）として作成します。

　ＮＰＯと企業の協働事例調査において検討委員会を設置、Ｎ

ＰＯと企業それぞれの立場からアンケート調査の内容等につい

て検討しました。９月１日より調査票を発送

いたします。お手元に届きましたら、回答へ

のご協力をお願いいたします。（下平）

名古屋開府４００年記念 企業・市民・ＮＰＯコラボ４００

▲運営委員らで会場を準備

募集

募集

　講座期間は２０１０年１１月から２０１１年４月までの半年間。

現在、受講生を募集しています（応募締切は９月２９日）。講座

説明会（９月８日・１５日、いずれも水曜日）も実施しますの

で、関心をお持ちの方はぜひご参加ください！

　詳しくはＰＳＣのＨＰをご覧ください。現在開講中の講座は中

面に紹介しています。（松橋）

11月開講「社会的事業者育成科」　
受講生を募集中！

募集
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主な活動2010年 7月～8月

４．コンサルティング事業

・保養所コンサルティング（愛知県都市職員共済組合）

・三井住友海上｢NPO喫茶カフェアイリス｣支援

・その他　企業・ＮＰＯ・行政各種相談

５．教育啓発事業

・失業者向け委託訓練｢ＮＰＯ・ソーシャルビジネス科｣（愛知県）　　・株式会社 デンソーユニティサービス｢ビジネスマナー＆マインド研修｣

・その他　講師派遣等

６．調査研究事業

・「中小企業における環境・ＣＳR推進のための実態調査」

　（地球環境基金助成金事業）

７．情報受発信事業

・｢ＰＳＣ　Ｒｅｐｏｒｔ｣（奇数月1日発行）の発行

・ホームページの運営・メーリングリストの活用・各種報告書の発行

８．提言活動その他の事業

・行政各種委員としての提言活動・各団体との連携　他

名古屋 9/12（土）14～17 岡崎 9/19（土）9～12
岐阜 9/20（日）午後 刈谷 10/3（土）午後
津 10/4（日）午後

津 11/7（土）午後 名古屋 11/14（土）14～17
岐阜・刈谷11/28（土）午後 岡崎 12/12（土）13～17

名古屋 1/30（土）14～17 刈谷 2/6（土）午後
岐阜 2/20（土） 岡崎 3/6（土）9～12　午後
津 後日決定

◆第1回　企業との協働基礎講座

◆第2回　企画力養成講座

◆第3回　プレゼンテーション力養成講座

活　動　報　告

地域プロデューサーを育成する＜あいち未来塾＞。１期生は県内の各地域をフィールドにグループ活動が本格稼働、２期生はまもなく犬山でのフィールドワーク＆合宿です。（１期生の活動レポートは別項をご覧ください）

　開講３ヵ月目を迎えた２期生は、親睦会を経てすっかり打ち解けたようす。講義の中のワークショップや塾生会運営についての話し合いでは、「課題に対し相互に合意が得られるためには、自分の考えをいかに他者に伝えるかが難しい」「みんな（塾生）のバイタリティに刺激を受ける」と、早くもプロデューサーとしての模擬実践が始まっています。

　それぞれが描くプロデュースを目標に、フィールドワークの下調べ、サブ講義の企画検討へと白熱したムードで進行中です。（下平）
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主な活動2010年 7月～8月
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「社会的事業者育成科」
（中央職業能力開発協会委託事業）

ＰＳＣ代表岸田の“東へ西へ”（２０10年７月８月）

7 /1 (木 )

7 / 5 (月 )

7 / 6 (火 )

7 / 7 (水 )

7 / 8 (木 )

7 / 9 (金 )

7/12(月 )

7/14(水 )

7/15(木 )

7/16(金 )

7/17(土 )

7/20(火 )

7/21(水 )

7/24(土 )

7/25(日 )

7/26(月 )

7/27(火 )

7/28(水 )

7/29(木 )

7/31(土 )

8 / 1 (日 )

8 / 5 (木 )

8 / 6 (金 )

8 / 7 (土 )

8 / 8 (日 )

8 / 9 (月 )

8/10(火 )

8/19(木 )

8/21(土 )

8/23(月 )

8/24(火 )

8/25(水 )

8/26(木 )

8/27(金 )

8/28(土 )

8/30(月 )

コラボ４００・協働フォーラム出展者説明会、シニアボ

ランティア会議

CBCラジオ「名古屋市だより」PSC岸田代表理事生出演

SR円卓会議／人を育むWG会議（経団連）

愛知県委託事業打ち合わせ

保養所月例ミーティング

コラボ４００・協働フォーラム運営打ち合わせ（名古屋

JC、岡崎まち育てセンターりた、YOKO坂井田氏）、

雇用能力開発機構来所

保養所研修

なごや環境大学幹事会

カフェ・アイリス運営会議

コラボ４００「企業･市民・NPO 協働フォーラム」（名

古屋国際会議場）

ファンドレイジングプロ育成講座（参加）

CEO会議（日本NPOセンター）、NPO法人会計基準の

発表（NPO法人会計基準協議会／東京）

CEO会議（同上／東京）

「早瀬昇さん、これからもよろしくね、の会」（大阪ボラ協）

大津市市民活動センターにて講演「NPOと企業のコラボ

が地域を救う！」

第５回協働アイデアコンテスト・CIRAC打ち合わせ、

愛知県委託事業打ち合わせ、CSOラーニング勉強会（講師）

名古屋市交通問題調査会

愛知県来所（NPOと企業の協働検討会議打ち合わせ）、

安田サロン企業勉強会（池下ピアザ）

ステップコーポレーション・こもれびの会・ドリーム来

所（協働フォーラム報告・相談）

「第7回パートナーシップ大賞」募集締切日

あいち未来塾１期生グループ活動取材

名古屋市公共事業評価監視委員会（現地視察）、あいち

未来塾２期生塾生相談

愛知県NPOと企業の協働に関する検討会議（第２回）

愛フェス出展者説明会

ファンドレイジングプロ育成講座（参加）

保養所経営ミーティング（～９日）

協働事業模擬仕分けWS打ち合わせ（刈谷市）　愛知県

「協働事例調査」検討委員会（第１回）

マンパワーサポート事業講座説明会

シニアボランティア会議

ファンドレイジングプロ育成講座（参加）

保養所月例経営会議、マンパワーサポート事業講座申込

締切

南部薬品来所

カフェ・アイリス運営会議、東海ゴム工業ＣＳＲ報告書

ヒアリング

あいち未来塾2期生グループ活動相談　　あいち・子ど

もＮＰＯセンター来所、アクティオ来所

名古屋市交通問題調査会、中部財界取材、コングレ来所

「第7回パートナーシップ大賞」第一次審査（～２９日）

Ｎサポ幹事会＆開所式

言論ＮＰＯ全体会（東京）

　　　　愛知県「第２回ＮＰＯと企業の
　　　　　　　　　協働に関する検討会議」

　５月から始まった「社会的事業者育成科（６ヵ月コース）」。

　７月～８月の大きな目標は、前半の講義で得た知識の定着と専門力

のアップ。ＮＰＯ団体など１４ヵ所の研修先にご協力いただき、６日

間のインターン研修（職場体験）を２回（計１２日間）実施しました。

　研修のふりかえりでは、「地域の課題が見えてきた」「活動内容が

よりよく分かった」「人のつながりができた」といった感想が多く挙

げられ、講義を聴くだけでは得られない収穫があったことがよく伝わ

ってきました。

　　　　　　　　　　　また、ＮＰＯの会計や広報、企画づくりの演

　　　　　　　　　　習、フィールドワーク（調査と分析）などを行

　　　　　　　　　　い、実際に事業を運営する上で必要な考え方や

　　　　　　　　　　知識などについて、多面的な学びを重ねました。

　　　　　　　　　　　９月中旬からは、いよいよ事業計画の作成へ。

                               この4ヵ月間で学んだことを活かし、個々の想

                               いを形に変える段階へと入っていきます。

                               　11月に開講する社会的事業者育成科の受講生           

                              も募集しています。

　　　　　　　　　　　詳しくは、４面またはＰＳＣのHPをご覧くだ

　　　　　　　　　　さい！９月２９日（水）締切です。（松橋）

　

講座修了に向け、いよいよ事業計画へ

▲森の中を歩き回って、
　NPOの活動を体験

企業・市民・ＮＰＯ コラボ４００

　企業やＮＰＯの活動を紹介し、協働アイデアをＰＲする展示ブースには、

東海３県から企業１４社、ＮＰＯ２３団体が出展しました。長机１つとつい

立てで構成したコンパクトなブースに､各自が趣向を凝らして看板やパネル、

チラシなどを配置。協働相手を見つけるべく、ＰＲ合戦を繰り広げました。

　ブースと併せ、出展者はステージでも協働アイデアをアピール。３分間と

いう短い時間の中でも効果的なプレゼンテーションをしようと、それぞれが

工夫を凝らしていました。

　フォーラムのオープニングで、開会あいさつに立った名古屋市の山田雅雄

副市長は「ここはまるで、１つの街ができたようににぎわっている。すばら

しい」と絶賛されました。（木内）

　フォーラムの主目的のひとつ、ＮＰＯと企業の協働めざしてマッチングさ

せようと、会場の中央に設けた「マッチング・商談コーナー」。マッチング

ボードには、ブース出展した企業やＮＰＯだけでなく、当日の一般来場者も協

働相手を求め、企業・団体名と「協働でこんなことがしたい」「こんなパート

ナーを探してます」などをびっしりと記入した紙が、所狭しと貼られました。

　参加者はじっくりとＰＲシートを吟味した後、ブースなどで協働に向けた

商談を開始。その場で話が盛り上がって「ぜひ協働したい」とマッチングが

“成立”したのは５４件にのぼり、ブース訪問の相談内容を記録したものだ

けでも、商談件数は１９４件を数えました。

　マッチングコーナーでは、コラボ４００運営委員による「協働コーディネ

ーター」が商談をサポート。少しでも協働マッチングの可能性が高まるよう、

また１件でも多くマッチングが成立するよう、相談にのったり展示ブースを

回ったりして、対応していました。

　

　講演タイトルにも使われている「『５本の樹』による生物多様

性保全事業」は、「３本は鳥のために、２本は蝶のために」のＣ

Ｍでも知られており、本業を活かしたシェアリングアース協会と

の協働で、第６回パートナーシップ大賞に入賞しています。

　講演の中で佐々木氏は、この協働事例を分かりやすく紹介。こ

れから協働を目指す企業は「ＮＰＯに新しい

アイデアを求めてほしい」、ＮＰＯは「恐れ

ることなく、企業へ自分たちの言葉で想いを

伝えて」と、双方にメッセージを送りました。

最後に「この名古屋から､生物多様性の輪が広

がっていくことを願っています」と締めくく

りました。（木内）

基調講演「本業を活かしてＮＰＯとコラボする～
　　　　　　　　　『５本の樹』と生物多様性」
　佐々木正顕氏（積水ハウス㈱環境推進部部長）
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               名古屋開府４００年記念「企業・市民・ＮＰＯ 協働フォーラム」

協働の商談件数１９４件、「協働したい」５４件！
マッチング・商談コーナーも大にぎわい

協働相手を探しＰＲ
工夫を凝らした展示ブースとプレゼンテーション

　
　本年度は、｢協働担当窓口以外の行政職員の参加拡大｣を目標のひとつに

据えてスタート。

　市民、あるいは第三者の視点を加味して事業を捉え直し、取り組みの枠

組みを再考しようという協働事業仕分けの手法を、広く行政職員の方に体

験してもらいたいと考えています。もちろんＮＰＯのみなさんにも多数参

加いただき、仕分け人も務めていただきながら、協働によって活性化する

事業の掘り起こしをお願いしたいと思います。

　講師、コーディネーターは、委託元の希望もあって昨年度と同じ石井良

一、岸田眞代両氏のコンビ。事務局は昨年度も担当した村田に、新たに採

用した加藤が加わった２名体制で推進していきます。（村田）

　

　７月は何と言っても7/16(金)のコラボ４００事業の集大成であ

る「企業･市民・ＮＰＯ 協働フォーラム」（名古屋国際会議場）の

実施である。１～３面の特集でもおわかりのように、おそらく全国

初であろう企業、ＮＰＯそれぞれからの協働事業のアイデア提案を

柱にした催しは、予想を倍近くも上回る６００名を集め、内容も豊

富で、名古屋市長、副市長３名をはじめとして口々に「すばらしい

！」「ぜひ次年度も！」の声を聞く大成功事業として終えることが

できた。それに向けての経済団体やＮＰＯ支援センター、名古屋市

による実行委員はもとより、スタッフの取り組みが本番直前まで続

けられたのは言うまでもない。市の地下鉄の全駅にポスターを掲示

していただいたり、７/５(月)には、私自身もＣＢＣラジオ「名古屋

市だより」に生出演し、集客に一役買った（写真左は番組のキャス

ターつボイノリオ氏と）。

　７/６(火)は東京（経団連会館）で、ＳＲ円卓会議／人を育むＷＧ

会議の初会合に出席。前述のフォーラムの報告を、次回会議でさ

せていただくことになった。７/８(木)保養所月例ミーティング、

７/１２(月) 保養所研修で伊良湖へ。７/２０(火) ～７/２１(水)にか

けてはＮＰＯ法人会計基準協議会メンバーとしてＮＰＯ法人会計基

準の発表への参加と日本ＮＰＯセンター主催のＣＥＯ会議で東京へ。

　７/２４(土)は大阪ボランティア協会で長く事務局長を務めた早瀬

昇さんの退職？に伴う「早瀬昇さん、これからもよろしくね、の会」

（大阪）に参加（写真右）。その後１６日のフォーラムにもご登場

いただいた積水ハウスの佐々木氏に、８０００㎡もある本社のすば

らしい里山を案内していただいた。翌７/２５(日)は大津市市民活動

センターにて「ＮＰＯと企業のコラボが地域を救う！」と題して講

演。そこでご一緒した「第５回パートナーシップ大賞」グランプリ

受賞者石坂線２１駅の顔づくりグループの福井代表と、京阪電鉄大

津事業部の木村氏も合流して京都で食事、親交を温めた。

　８/５(木)には名古屋市公共事業評価監視委員会で市内４ヵ所を現

地視察。８/８(日)～８/９(月)は保養所に宿泊し経営ミーティング。

８/２５(水)には東海ゴム工業（小牧市）にＣＳＲ報告書のヒアリン

グへ。８/２８(土)～８/２９(日)は２年ぶりになる「パートナーシッ

プ大賞」の第一次審査。８/３０(月)はまたまた東京へ出向き、Ｎサ

ポ幹事会と新事務所の開所式に参加予定。（2010.8.20　岸田）

　第２回目の今回は、８月６日（金）にあいちＮＰＯ交流プラザに

て、行政・企業・ＮＰＯから１４名が参加し開催されました。

　冒頭あいさつのあと、ＰＳＣ岸田代表が７月１６日の「企業・市

民・ＮＰＯ協働フォーラム」を写真でふりかえりながらＮＰＯと企

業と行政の協働について報告。

ＮＰＯと企業の協働を表彰す

る「パートナーシップ大賞」

の意義とともに、協働のしく

みについても提案しました。

　その後、質疑応答があり各

セクターがそれぞれの立場か

ら、意見を出し合い活発な話

し合いになりました。（岡）

　当日は、コラボ４００運営委員など関係者は午前９時前に会場に集

まり、機材搬入など、準備作業にご協力いただきました。みなさんテ

キパキと迅速に動いてくださったおかげで、搬入、搬出作業は予定時

刻より早く終えることができました。社会的事業者育成科受講生２３

名も、当日運営スタッフとして貴重な“戦力”になりました。

　ブース出展者も交えたフォーラム

後の懇親会は、国際会議場内レスト

ランで開催。名古屋市の河村市長よ

りあいさつをいただき、副市長も参

加されるなど、最後まで大盛り上が

りのフォーラムとなりました。

▲

▲

▲ ▲

▲

懇親会には河村市長も参加

会場準備の様子

大にぎわいのマッチング･商談コーナー

展示ブースでのＰＲ

プレゼンテーション

２０１０年度｢協働事業仕分け｣は
　　　　　　　尾張と三河の２市町で実施

「協働事業模擬仕分け（役割分担)
　　モデル市町ワークショップ事業」

　２期生は、２年目カリキュラム「創造実践」としてグループでの

実践活動が本格稼動。グループのひとつ「チームHAPPYパパ（活

動テーマ：父親の子育て支援）」では、8月～10月に「パパと一緒

にいきものみっけ」等のイベントを開催します（詳細は次号以降で

紹介）。一方、１期生の「子どもがやるっ!」グループは、卒塾後も

引き続き活動を継続。在塾中から着々と準備してきたプランをプロ

デュースしました。その体験レポートをご紹介いたします。

　

　８月１日（日）、岡崎市にある図書館交流プラザＬｉｂｒａにて

「いのちを育むためにできること」をテーマに「いのちの博覧会」

を開催しました。かねてより構想を練っていたイベントで、あいち

未来塾のグループメンバーと共に実行委員会を編成。企画・運営に

「創造実践」での経験を活かし、大活躍してくれました。１年余に

渡る準備期間中には助成金の申請や主催団体の変更、ボランティア

さんの入れ替わり等、壁にぶち当たることがたく

さんありましたが、あいち未来塾の仲間の支えに

よって実現できたと思っています。イベント当日

は２０００人の市民の方が来場下さり、みなさま

に感謝の気持ちでいっぱいです。

　　　　　　　　　　　　　（１期生　水野雅子）

3 あいち未来塾

ドキドキの地域プロデュース

4
愛知県社会活動推進課委託事業
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